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１ 目的 

この基準は、浄水場・中継ポンプ場等管理業務委託に係る公募型プロポーザルにおける参加

事業者から、実績、技術、価格その他の条件が最も優れた者を選定するため、必要な事項を定め

るものとします。 

 

２ 評価項目及び配点 

評 価 項 目 審  査  内  容 配 点 

実績 

評価 

上下水道施設

の運転管理業

務受託実績に

関すること 

① 水道施設受託実績（件数、施設規模） ６ 

１０ 

② 下水道施設受託実績（件数、施設規模） ４ 

技術 

評価 

業務遂行体制

に関すること 
① 業務遂行にあたっての考え方 ３ 

１５ 

② 人員配置の考え方 ５ 

③ 有資格者配置の考え方 ４ 

④ 業務従事者の教育・研修・所員、市職員へ技能

伝承の考え方 
３ 

業務責任者及

び副責任者に

関すること 

① 配置予定業務責任者の資格、実務実績等 ６ 

１０ 

② 配置予定業務副責任者の資格、実務実績等 ４ 

運転管理業務

に関すること 

① 運転管理業務へのノウハウ等による業務改善

に向けた提案 
２ 

１９ 

② 浄水場の運転監視操作業務に関する考え方 ５ 

③ 中継ポンプ場の運転監視操作業務に関する考

え方 
３ 

④ 水質監視業務に関する考え方 ３ 

⑤ 施設・水質異常時の対応に関する考え方 ５ 

⑥ 省エネのノウハウ等によるエネルギー効率改

善に向けた提案 
1 

保全管理業務

に関すること 

① 保全業務へのノウハウ等による業務改善に向

けた提案 
２ 

１３ 

② 日常点検業務に関する考え方 ４ 
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評 価 項 目 審  査  内  容 配 点 

③ 定期点検業務に関する考え方 ３ 

④ 異常兆候、発生時の対応に関する考え方 ４ 

危機管理に関

すること 
① 佐倉市の地域特性を想定した発災時の考え方 ２ 

７ 
② 災害等の発生が予想される初動対応時の考え

方 
３ 

③ ＢＣＰの考え方 ２ 

地域貢献、その

他に関するこ

と 

① 地域貢献に関する考え方 ２ 

６ 

② 上下水道事業への貢献、職員教育等に関する考

え方 
２ 

③ 業務協力に関する考え方 １ 

④ 環境負荷の軽減に対する配慮 １ 

価格 

評価 
提案見積書の見積金額（事業期間の委託料総額） ２０ 

 なお、実績評価及び技術評価の評価内容については、それぞれ別紙１「実績評価表」及び別紙２

「技術評価表」によります。  
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３ 評価点の算出方法  

（１）実績評価及び技術評価点の算出  

企画提案の評価は、次の表に示す５段階評価による得点化方法により、審査項目別に得点を

算出しその合計点を評価点とします。なお、審査項目別の得点は、小数点以下第３位を四捨五入

して小数点以下第２位まで求めます。 

 

評価 評  価  基  準 得点化方法 

Ａ 当該審査項目について、特に優れていると認められる。 配点×1.0 

Ｂ 当該審査項目について、優れていると認められる。 配点×0.75 

Ｃ 当該審査項目について、普通である。 配点×0.5 

Ｄ 当該審査項目について、やや劣っている。 配点×0.25 

Ｅ 当該審査項目について、劣っている。 配点×0 

 

（２）価格評価点の算出 

提案見積価格の評価点は、最も低い提案見積価格を提示した参加事業者の価格点を満点とし、

その他の参加事業者の価格評価点は、以下の方法で算出します。 

なお、計算結果において小数点以下第３位を四捨五入して小数点以下第２位まで求めます。 

 

配点×（最も安価な参加事業者の提案見積額）÷（当該事業者の見積額） 

 

４ 失格基準 

最低水準点 

１次審査および２次審査時に、技術評価における合計点数が３５点（技術評価７０点満点の５

割）に満たない時、要求水準を満たさない者と判断し失格とする。 

１次審査および２次審査時に、技術評価、各評価項目（業務遂行体制に関すること、運転管理

業務に関すること、危機管理に関すること、地域貢献、その他に関すること）おける点数が２割

に満たない時 
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５ 総合評価 

総合評価点の算出は以下の計算式によって行い、全審査員の評価点の平均を総合評価点として

順位付けを行います。なお、総合評価点で同点となった場合は、技術評価点の高い参加事業者を

優先交渉権者とします。 

 

 
総合評価点  ＝ 実績評価点 ＋ 技術評価点 ＋ 価格評価点 

  【満点１００点】 【満点１０点】 【満点７０点】 【満点２０点】 
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

１．０ ０．７５ ０．５ ０．２５ ０

1 件数 3 3件 2件 1件

2 規模 3
施設能力

100,000m3以上
の実績

施設能力

50,000m3以上
の実績

施設能力

20,000m3以上
の実績

3 件数 2 3件 2件 1件 実績なし

4 規模 2
施設能力

50,000m3以上
の実績

施設能力

20,000m3以上
の実績

施設能力

10,000m3以上
の実績

施設能力

10,000m3未満
の実績

実績なし

注１：

注２：

審査内容の内、件数については水道施設においては施設能力20,000㎡以上の実績の件数を評価します。下水道施設においては能力を問わず実績を評価するものとし、処理
場の受託実績を含みます。
審査内容の内規模については、提出された水道施設、下水道施設（処理場を含む）の各３受注実績の内、もっとも高い施設能力を有する実績について評価を行います。
例）提出実勢の中に水道施設の施設能力50,000㎥以上の実勢があればB評価

下水道施設の受託実
績

上下水道施設の運
転管理業務受託実
績に関すること

別紙－１　実績評価表

10

＿配点＿

評 価 内 容

評 価 項 目 審 査 内 容No

水道施設の受託実績
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

１．０ ０．７５ ０．５ ０．２５ ０

3
有資格者配置の考え
方

　注1 4

上水/下水/電気/乙四
/酸欠の有資格者をそ
れぞれ5名以上の配置
提案である

上水/下水/電気/乙四
/酸欠の有資格者がそ
れぞれ4名以上の配置
提案である

上水/下水/電気/乙四
/酸欠の有資格者がそ
れぞれ3名以上の配置
提案である

上水/下水/電気/乙四
/酸欠の有資格者がそ
れぞれ2名以上の配置
提案である

上水/下水/電気/乙四
/酸欠の有資格者がそ
れぞれ1名以上の配置
提案である

5 資格 3
「上水/下水/電気」の
3種類又は技術士の資
格を取得している

「上水/下水/電気」のう
ち2種類の資格を取得
している

「上水/下水/電気」のう
ち1種類の資格を取得
している

「上水/下水/電気」の
資格を取得していない

6 実績 3
運転管理業務に１5年
以上従事した業務実
績がある

運転管理業務に10年
以上従事した業務実
績がある

運転管理業務に5年以
上従事した業務実績が
ある

7 資格 2
「上水/下水/電気」の
3種類又は技術士の資
格を取得している

「上水/下水/電気」のう
ち2種類の資格を取得
している

「上水/下水/電気」のう
ち1種類の資格を取得
している

「上水/下水/電気」の
資格をを取得していな
い

8 実績 2
運転管理業務に8年以
上従事した業務実績が
ある

運転管理業務に6年以
上従事した業務実績が
ある

運転管理業務に4年以
上従事した業務実績が
ある

運転管理業務に2年以
上従事した業務実績が
ある

運転管理業務に従事
した業務実績がない

配置予定業務副責任
者の資格・実績等

業務責任者及び副
責任者に関すること

配置予定業務責任者
の資格・実績等
注2

10

3
業務従事者に対する機械・電気・水質等専門知識に関する人材育成、プラント設備を運用する上での安全教育他、研修
計画等の具体的内容、また市職員に対する技能伝承の手法について評価を行います。

4
業務従事者の教育・研修・所
員、市職員へ技能伝承の考
え方

2 人員配置の考え方 5
ICT活用等による効率的な人員配置、本業務の配置予定人数、シフト体制等について
事故・災害時等の機動力・対応力・持続性を持った配置体制となっているか評価を行います。

15

3
佐倉市上下水道事業の現状理解に基づく、業務方針、目標及びそれを達成するための取組等について
方針、目標が優れているか、具体的な目標が定められているか、取組等の実現性の評価を行います。

1

業務遂行体制に関
すること

業務遂行にあたっての考え
方

別紙－２　技術評価表

No 評 価 項 目 審 査 内 容 ＿配点＿

評 価 内 容
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

１．０ ０．７５ ０．５ ０．２５ ０

No 評 価 項 目 審 査 内 容 ＿配点＿

評 価 内 容

全社的なバックアップ 最低人数や業務の削 具体的な対策が提案さ 抽象的な内容であり、

運転管理業務へのノウハウ
等による業務改善に向けた
提案

2
佐倉市施設、他施設のノウハウ、専門知識を活用した運転管理における業務効率化、コスト縮減方法等について
具体的な目標値、業務改善効果、実現性の評価を行います。

5
浄水場の運転監視業務を実施する上で、佐倉市施設の理解に基づく考え方について、
効率性、安全性、実現性の評価を行います。

19

9

運転管理業務に関
すること

12
水質監視業務に関する考え
方

11
中継ポンプ場の運転監視操
作業務に関する考え方

10
浄水場の運転監視操作業務
に関する考え方

3
浄水場施設の配水水質維持するための、浄水工程等における具体的な方法、管理値、検査項目と頻度について
水質異常に対する対策と手法、異常時の対応力の評価を行います。

3
中継ポンプ場の運転監視業務を実施する上で、佐倉市施設の理解に基づく考え方について、
効率性、安全性、実現性の評価を行います。

13
施設・水質異常時の対応に
関する考え方

14
省エネのノウハウ等によるエ
ネルギー効率改善に向けた
提案

1
省エネルギー対策・低コスト化の具体的な取組みについて、
内容が優れているか、数値目標が定められているか、実現性があるかの評価を行います。

5
異常時、異常兆候時に対する備えと、対応方法、復旧方法に対する考え方について、
主な施設、設備に対して記載があるが、具体性と方法が優れているかの評価を行います。

15

保全管理業務に関
すること

保全業務へのノウハウ等によ
る業務改善に向けた提案

16
日常点検業務に関する考え
方

13

2
佐倉市施設、他施設のノウハウ、専門知識を活用した保全業務における業務効率化、施設の長寿命化策や
予防保全等の改善内容について、数値目標が定められているか、実現性があるかの評価を行います。

4 本業務管理対象施設特の特徴を考慮した点検項目、頻度、巡視回数の評価を行います。

17
定期点検業務に関する考え
方

18
異常兆候、発生時の対応に
関する考え方

4
主な施設・設備ごとの異常兆候、異常時に対する備えと復旧方法について、
内容が優れているか、具体性、実現性の評価を行います。

3
性能仕様書に記載されている内容を十分に理解した、スケジュール、養生手法、安全対策等、
より良い保全方法の提案について評価を行います。

19

危機管理に関する
こと

佐倉市の地域特性を想定し
た発災時の考え方

20
災害等の発生が予想される
初動対応時の考え方

7

2
管理対象施設毎の地域特性を理解した上で、発災時の対応について
内容が優れているか、具体性、実現性の評価を行います。

3
佐倉市の現状の問題点等を理解した上での災害、事故等が予想される時の初動対応の具体的手法、
具体的な業務従事者の応援体制について評価を行います。

21 BCPの考え方 2 緊急時における業務継続に係る方針や対策が、想定される災害規模毎に具体的に記載されてるか評価を行います。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

１．０ ０．７５ ０．５ ０．２５ ０

No 評 価 項 目 審 査 内 容 ＿配点＿

評 価 内 容

注１：

注２：

22

地域貢献、その他
に関すること

地域貢献に関する考え方

25
環境負荷の軽減に対する配
慮

24 業務協力に関する考え方 1 佐倉市上下水道事業の運営、計画、工事実施等対する業務協力体制と内容について評価を行います。

23
上下水道事業への貢献、職
員教育等に関する考え方

2
浄水場見学会等、具体的事業への企業としての協力、管理対象施設における職員への教育について
内容が優れているか、効果が期待できるか、具体性、実現性の評価を行います。

「上水/下水/電気/乙四/酸欠」とは、水道浄水施設管理技士三級以上、下水道技術検定第三種以上又は下水道管理技術認定試験（処理施設）合格者、第三種電気主任技術
者以上又は第一種電気工事士、危険物取扱者乙種４類、酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者の資格を示す。
「上水/下水/電気」とは、水道浄水施設管理技士三級以上、下水道技術検定第三種以上又は下水道管理技術認定試験（処理施設）合格者、第三種電気主任技術者以上又は
第一種電気工事士の資格を示す。

1 環境保全に関する考え方、脱炭素や環境負荷の低減に向けた取り組みについて評価を行います。

6

2 雇用・部品調達・外部委託などによる地域との関係について、地域活動に対する理解、貢献の評価を行います。
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